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指
導
計
画
案 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

１ 

 

２ 

 

３ ４ 

 

５ 

 

６ 

  

７ 

  

８ 

 

９ 指
導
上
の
重
点
目
標 

【
先
従
隗
始
】 

正
確
な
訓
読
に
習
熟
さ
せ
、

基
本
句
形
を
理
解
さ
せ
る
。 

平
易
な
現
代
語
訳
を
工
夫

さ
せ
る
。 

要
旨
を
ま
と
め
さ
せ
る
。 

「
戦
国
時
代
」
の
概
略
を
理

解
さ
せ
る
。 

「
十
八
史
略
」
の
概
要
を
理

解
さ
せ
る
。 

「
戦
国
時
代
」
に
生
き
る

「
説
客
」
の
心
理
を
理
解
さ

せ
る
。 

昭
王
の
も
の
の
見
方
を
本

文
に
即
し
て
ま
と
め
さ
せ

る
。 

郭
隗
の
説
得
の
巧
み
さ
を

理
解
さ
せ
る
。 

故
事
成
語
の
意
味
を
理
解

さ
せ
る
。 

ま
と
め 

 

展
開 

導
入 

学
習
活
動
と
指
導
上
の
留
意
点 

① 

  

② 

 

③ 〇 〇 ① ② ③ 

  

④ 

 
⑤ 

   

⑥ ⑦ ① ② 

郭
隗
の
弁
舌
の
巧
み
さ
が
ど
こ
に
あ
る
か
を
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
い
、
代
表
が
発
表
す
る
。
思
判
表 

主
態
〔「
言
語
活
動
」
１
〕 

郭
隗
の
用
い
た
た
と
え
話
を
昭
王
が
共
感
し
た
か
ら
、
郭
隗
を
登
用
す
る
こ
と
に
な
る
。
ど
の
よ
う
な
点
に
共
感
し
た
か
を
グ
ル
ー
プ
で

話
し
合
い
、
そ
の
巧
み
さ
を
理
解
さ
せ
る
。 

①
で
発
表
し
た
自
グ
ル
ー
プ
の
考
え
に
つ
い
て
、
他
グ
ル
ー
プ
か
ら
の
質
問
や
意
見
を
受
け
、
そ
れ
に
対
す
る
返
答
の
た
め
の
検
討
を
す

る
。
ま
た
、
返
答
の
仕
方
も
工
夫
す
る
。 

ま
と
め
の
朗
読
を
す
る
。 

テ
ス
ト
を
実
施
す
る
。 

語
句
・
句
形
問
題
を
実
施
す
る
。 

本
文
を
黙
読
す
る
。
そ
の
後
、
範
読
を
聞
く
。 

一
斉
読
み
を
す
る
。
そ
の
後
、
グ
ル
ー
プ
内
で
読
み
合
う
。 

「
先
従
隗
始
」
の
本
来
の
意
味
と
、
現
在
使
わ
れ
て
い
る
意
味
の
違
い
を
グ
ル
ー
プ
で
調
べ
、
そ
れ
を
参
考
に
、
こ
の
話
の
要
旨
を
ま
と

め
、
発
表
す
る
。
知
技
〔「
言
葉
と
表
現
」
１
〕 

要
旨
を
ノ
ー
ト
に
ま
と
め
、
発
表
さ
せ
る
。 

現
代
語
訳
を
す
る
。
知
技 

第
一
段
落
と
、
第
二
・
三
段
落
に
分
け
て
現
代
語
訳
さ
せ
る
。 

内
容
読
解
を
す
る
。 

次
の
ア
～
オ
の
ポ
イ
ン
ト
に
注
意
さ
せ
る
。
ア
「
先
王
之
恥
」
と
は
何
か
、
イ
燕
の
昭
王
が
な
ぜ
賢
者
を
求
め
る
の
か
、
ウ
「
千
里
馬
」

「
死
馬
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
誰
を
た
と
え
て
い
る
か
、
エ
「
先
従
隗
始
。
」
と
は
、
誰
が
誰
に
何
を
求
め
た
の
か
、
オ
昭
王
が
郭
隗
の
た
め

に
邸
宅
を
新
し
く
築
い
て
、
師
事
し
た
効
果
。 

戦
国
時
代
に
生
き
る
「
説
客
」
の
心
理
を
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
い
、
代
表
が
発
表
す
る
。 

昭
王
の
も
の
の
見
方
や
考
え
方
を
、
本
文
に
即
し
て
ま
と
め
る
。
思
判
表
〔「
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
」
１
〕 

昭
王
の
も
の
の
見
方
や
考
え
方
は
、
昭
王
の
言
葉
の
中
に
表
現
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
言
葉
を
グ
ル
ー
プ
で
吟
味
さ
せ
る
。 

「
戦
国
時
代
」
の
概
略
と
燕
の
混
乱
し
た
理
由
を
理
解
す
る
。 

「
十
八
史
略
」
の
概
要
を
理
解
す
る
。 

①
②
と
も
に
、
漢
和
辞
典
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
資
料
集
な
ど
を
用
い
、
グ
ル
ー
プ
で
調
べ
さ
せ
る
。 
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１ 

 

２ 

 

３ ４ 

   

５ 

 

６ 

  

７ 

【
鶏
口
牛
後
】 

正
確
な
訓
読
に
習
熟
さ
せ
、

基
本
句
形
を
理
解
さ
せ
る
。 

平
易
な
現
代
語
訳
を
工
夫

さ
せ
る
。 

要
旨
を
ま
と
め
さ
せ
る
。 

「
春
秋
戦
国
時
代
」
「
戦
国

の
七
雄
」「
諸
子
百
家
」「
合

従
連
衡
」
の
概
略
を
理
解
さ

せ
る
。 

「
西
向
」
の
具
体
的
な
内
容

を
理
解
さ
せ
る
。 

蘇
秦
の
説
得
の
巧
み
さ
は

ど
こ
に
あ
る
か
話
し
合
わ

せ
る
。 

故
事
成
語
の
意
味
を
理
解

さ
せ
る
。 

ま
と
め 

展
開 

導
入 

① 

 

② 

 

③ ④ 〇 〇 ① ② ③ 

 

④ ⑤ ① 

蘇
秦
の
説
得
の
巧
み
さ
は
ど
こ
に
あ
る
か
を
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
い
、
代
表
が
発
表
す
る
。
思
判
表 

主
態
〔「
言
語
活
動
」
１
〕 

六
国
の
諸
侯
た
ち
の
ど
の
よ
う
な
気
持
ち
・
時
代
気
風
・
時
代
風
潮
を
利
用
し
た
と
こ
ろ
に
巧
み
さ
が
あ
る
か
、
考
え
さ
せ
る
。 

①
で
発
表
し
た
自
グ
ル
ー
プ
の
考
え
に
つ
い
て
、
他
グ
ル
ー
プ
か
ら
の
質
問
を
受
け
、
そ
れ
に
対
す
る
返
答
の
た
め
の
検
討
を
す
る
。

ま
た
、
返
答
の
仕
方
も
工
夫
す
る
。 

「
寧
ろ
」
を
用
い
た
短
文
を
作
り
、
グ
ル
ー
プ
内
で
発
表
し
合
う
。
知
技
〔「
言
葉
と
表
現
」
２
〕 

ま
と
め
の
朗
読
を
す
る
。 

テ
ス
ト
を
実
施
す
る
。 

語
句
・
句
形
問
題
を
実
施
す
る
。 

本
文
を
黙
読
す
る
。
そ
の
後
、
範
読
を
聞
く
。 

一
斉
読
み
を
す
る
。
そ
の
後
、
グ
ル
ー
プ
内
で
読
み
合
う
。 

「
鶏
口
牛
後
」
の
意
味
を
調
べ
、
そ
れ
を
参
考
に
、
こ
の
話
の
要
旨
を
ま
と
め
、
発
表
す
る
。〔「
言
葉
と
表
現
」
１
〕 

要
旨
を
ノ
ー
ト
に
ま
と
め
、
発
表
さ
せ
る
。 

現
代
語
訳
を
す
る
。
知
技 

内
容
読
解
を
す
る
。 

次
の
ア
～
ウ
の
ポ
イ
ン
ト
に
注
意
さ
せ
る
。
ア
「
遊
説
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
す
る
の
か
、
イ
「
西
向
」
と
は
、
具
体
的
に
ど

の
よ
う
に
す
る
こ
と
か
、
ウ
「
鶏
口
」
と
「
牛
後
」
が
指
す
具
体
的
な
内
容
。 

「
春
秋
戦
国
時
代
」「
戦
国
の
七
雄
」「
諸
子
百
家
」
の
概
略
と
「
合
従
連
衡
」
の
言
葉
の
意
味
・
そ
の
策
の
概
略
と
を
辞
書
・
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
・
資
料
集
な
ど
を
利
用
し
て
調
べ
る
。
知
技
〔「
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
」
１
・「
言
葉
と
表
現
」
１
〕 
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１ 

 

２ 

 

３ ４ 

  

５ 

  

６ 

      

７ 

 

８ 

 

９ 

【
管
鮑
之
交
】 

正
確
な
訓
読
に
習
熟
さ
せ
、

基
本
句
形
を
理
解
さ
せ
る
。 

平
易
な
現
代
語
訳
を
工
夫

さ
せ
る
。 

要
旨
を
ま
と
め
さ
せ
る
。 

斉
の
桓
公
が
活
躍
し
た
「
春

秋
時
代
」
の
概
略
を
再
確
認

さ
せ
る
。 

管
仲
の
三
つ
の
行
動
に
お

け
る
鮑
叔
の
評
価
と
そ
の

理
由
を
ま
と
め
さ
せ
る
。 

管
仲
が
鮑
叔
に
、
鮑
叔
が
管

仲
に
抱
く
心
情
を
ま
と
め

さ
せ
る
。
そ
の
上
で
、
管
仲

と
鮑
叔
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の

よ
う
な
人
物
と
し
て
描
か

れ
て
い
る
か
を
説
明
さ
せ

る
。 

対
偶
表
現
を
抜
き
出
し
、
そ

の
効
果
を
説
明
さ
せ
る
。 

故
事
成
語
の
意
味
を
理
解

さ
せ
る
。 

同
訓
異
義
語
を
理
解
さ
せ

る
。 

展
開 

          

ま
と
め 

 

導
入 

① ② ③ 

 

④ 

 

⑤ 

    

① 

    

② 

 

③ ④ ⑤ 〇 〇 ① 

本
文
を
黙
読
す
る
。
そ
の
後
、
範
読
を
聞
く
。 

一
斉
読
み
を
す
る
。
そ
の
後
、
グ
ル
ー
プ
内
で
読
み
合
う
。 

「
管
鮑
之
交
」
の
意
味
を
調
べ
、
そ
れ
を
参
考
に
、
こ
の
話
の
要
旨
を
ま
と
め
、
発
表
す
る
。 

要
旨
を
ノ
ー
ト
に
ま
と
め
、
発
表
さ
せ
る
。 

現
代
語
訳
を
す
る
。
知
技 

第
一
段
落
と
、
第
二
・
三
段
落
に
分
け
て
現
代
語
訳
さ
せ
る
。 

内
容
読
解
を
す
る
。
思
判
表
〔
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
」
１
〕 

 

次
の
ア
～
キ
の
ポ
イ
ン
ト
に
注
意
さ
せ
る
。
ア
小
白
が
子
糾
よ
り
も
早
く
斉
に
到
着
す
る
こ
と
が
で
き
た
理
由
、
イ
鮑
叔
が
管
仲

を
桓
公
に
薦
め
た
理
由
、
ウ
「
置
怨
」
の
意
味
、
エ
管
仲
の
三
つ
の
行
動
に
お
け
る
鮑
叔
の
評
価
と
、
そ
の
理
由
、
オ
「
知
我
者
鮑

子
也
。」
か
ら
読
み
取
れ
る
、
管
仲
の
気
持
ち
、
カ
「
対
偶
」
表
現
の
指
摘
と
、
そ
の
効
果
、
キ
本
文
に
登
場
す
る
人
物
の
関
係
。 

 
管
仲
が
鮑
叔
に
、
鮑
叔
が
管
仲
に
抱
く
心
情
を
、
本
文
に
即
し
て
ま
と
め
る
。
そ
の
う
え
で
、
管
仲
と
鮑
叔
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ

う
な
人
物
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
か
、
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
い
、
代
表
が
発
表
す
る
。
思
判
表 

主
態
〔「
言
語
活
動
」
１
〕 

 

次
の
よ
う
な
話
し
合
い
の
ポ
イ
ン
ト
を
指
示
し
て
も
よ
い
。
ア
管
仲
の
鮑
叔
に
対
す
る
心
情
は
、『
管
仲
曰
、
生
我
者
父
母
、
知

我
者
鮑
子
也
。』
に
描
か
れ
て
い
る
。
イ
鮑
叔
の
管
仲
に
対
す
る
心
情
は
、『
管
仲
字
夷
吾
。…

知
仲
有
老
母
也
。』
に
描
か
れ
て
い

る
。 

①
で
発
表
し
た
自
グ
ル
ー
プ
の
考
え
に
つ
い
て
、
他
グ
ル
ー
プ
か
ら
質
問
や
意
見
を
受
け
、
そ
れ
に
対
す
る
返
答
を
検
討
す
る
。
さ

ら
に
、
返
答
の
仕
方
も
工
夫
す
る
。 

「
管
鮑
之
交
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
関
係
か
、
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
い
、
代
表
が
発
表
す
る
。
知
技
〔「
言
葉
と
表
現
」
１
〕 

「
謀
る
」「
図
る
」「
計
る
」「
測
る
」「
量
る
」「
諮
る
」
の
意
味
の
違
い
を
調
べ
る
。
知
技
〔「
言
葉
と
表
現
」
２
〕 

ま
と
め
の
朗
読
を
す
る
。 

テ
ス
ト
を
実
施
す
る
。 

語
句
・
句
形
問
題
を
実
施
す
る
。 

斉
の
桓
公
の
活
躍
し
た
春
秋
時
代
の
概
略
を
確
認
す
る
。 

漢
和
辞
典
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
資
料
集
な
ど
を
用
い
、
グ
ル
ー
プ
で
調
べ
さ
せ
る
。 
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１ 

 

２ 

 

３ ４ 

    

５ 

  

６ 

 

７ 

 

８ 

【
臥
薪
嘗
胆
】 

正
確
な
訓
読
に
習
熟
さ
せ
、

基
本
句
形
を
理
解
さ
せ
る
。 

平
易
な
現
代
語
訳
を
工
夫

さ
せ
る
。 

要
旨
を
ま
と
め
さ
せ
る
。 

夫
差
が
「
臥
薪
」
し
、
句
践

が
「
嘗
胆
」
す
る
に
至
っ
た

経
過
と
、
そ
う
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
得
ら
れ
た
結
果
に

つ
い
て
整
理
さ
せ
る
。 

夫
差
の
子
胥
に
対
す
る
気

持
ち
の
変
化
を
整
理
さ
せ

る
。 

夫
差
が
句
践
に
敗
れ
た
理

由
を
話
し
合
わ
せ
る
。 

故
事
成
語
の
意
味
を
理
解

さ
せ
る
。 

四
字
熟
語
を
創
作
さ
せ
る
。 

ま
と
め 

展
開 

導
入 

   

① ② 

  

③ ④ 〇 〇 ① ② ③ 

 

④ 

 

⑤ ① 

 

夫
差
が
句
践
に
敗
れ
た
の
は
な
ぜ
か
。
そ
の
理
由
を
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
い
、
代
表
が
発
表
す
る
。
思
判
表 

主
態
〔「
言
語
活
動
」
１
〕 

①
で
発
表
し
た
自
グ
ル
ー
プ
の
考
え
に
つ
い
て
、
他
グ
ル
ー
プ
か
ら
質
問
や
意
見
を
受
け
、
そ
れ
に
対
す
る
返
答
を
検
討
す
る
。
さ
ら

に
、
返
答
の
仕
方
も
工
夫
す
る
。 

本
文
に
即
し
て
、
グ
ル
ー
プ
で
丁
寧
に
吟
味
さ
せ
る
。 

四
字
熟
語
を
創
作
し
、
発
表
す
る
。
ま
た
、
そ
の
作
品
の
意
味
と
使
い
方
も
解
説
す
る
。〔「
言
葉
と
表
現
」
２
〕 

ま
と
め
の
朗
読
を
す
る
。 

テ
ス
ト
を
実
施
す
る
。 

語
句
・
句
形
問
題
を
実
施
す
る
。 

本
文
を
黙
読
す
る
。
そ
の
後
、
範
読
を
聞
く
。 

一
斉
読
み
を
す
る
。
そ
の
後
、
グ
ル
ー
プ
内
で
読
み
合
う
。 

「
臥
薪
嘗
胆
」
の
意
味
を
調
べ
、
そ
れ
を
参
考
に
、
こ
の
話
の
要
旨
を
ま
と
め
る
。
知
技
〔「
言
葉
と
表
現
」
１
〕 

要
旨
を
ノ
ー
ト
に
ま
と
め
、
発
表
さ
せ
る
。 

現
代
語
訳
を
す
る
。
知
技 

 

「
臥
新
」
部
分
と
、「
嘗
胆
」
部
分
に
分
け
て
現
代
語
訳
さ
せ
る
。 

内
容
読
解
を
す
る
。
思
判
表
〔「
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
」
１
・
２
〕 

 

次
の
ア
～
コ
の
ポ
イ
ン
ト
に
注
意
さ
せ
る
。
ア
「
入
郢
」
と
は
誰
が
何
の
た
め
に
そ
う
し
た
の
か
、
イ
夫
差
が
「
薪
中
」
で
寝
起
き
し

た
理
由
、
ウ
「
請
為
臣
妻
為
妾
。」
か
ら
読
み
取
れ
る
句
践
の
気
持
ち
、
エ
子
胥
が
「
不
可
。」
と
言
っ
た
理
由
、
オ
太
宰
伯
嚭
が
夫
差

に
越
王
句
践
を
許
す
よ
う
助
言
し
た
理
由
、
カ
句
践
が
「
仰
肝
嘗
之
」
し
た
理
由
、
キ
夫
差
が
子
胥
に
「
属
鏤
之
剣
」
を
与
え
た
理

由
、
ク
遺
言
か
ら
読
み
取
れ
る
子
胥
の
気
持
ち
、
ケ
夫
差
の
子
胥
に
対
す
る
気
持
ち
の
変
化
、
コ
夫
差
が
「
吾
無
以
見
子
胥
。」
と
言
っ

た
理
由
。 

「
春
秋
時
代
」
の
呉
楚
の
抗
争
の
概
略
を
理
解
す
る
。 

 

漢
和
辞
典
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
資
料
集
な
ど
を
用
い
、
グ
ル
ー
プ
で
調
べ
さ
せ
る
。 
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１ 

 

２ 

 

３ 

 

４ 

   

５ 

【
中
国
英
傑
伝
】 

第
一
次
・
第
二
次
感
想
を
ま

と
め
さ
せ
る
。 

本
文
中
の
漢
詩
を
正
確
に

訓
読
さ
せ
る
。 

本
文
中
の
漢
詩
の
平
易
な

現
代
語
訳
を
工
夫
さ
せ
る
。 

作
品
に
描
か
れ
た
伍
子
胥

の
思
い
を
知
る
た
め
、
漢
文

教
材
「
臥
薪
嘗
胆
」
と
の
比

較
読
み
を
さ
せ
る
。 

作
品
に
描
か
れ
た
登
場
人

物
の
心
情
、
考
え
方
や
生
き

方
を
学
ば
せ
る
。 

ま
と
め 

展
開 

導
入 

① 

 

② 

 

③ ④ 〇 ① ② ③ ① 

伍
子
胥
は
伯
嚭
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
思
い
を
持
っ
て
い
る
か
を
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
い
な
が
ら
本
文
に
即
し
て
ま
と
め
、
発
表
す

る
。〔「
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
」
２
〕
思
判
表 

主
態 

①
で
発
表
し
た
自
グ
ル
ー
プ
の
考
え
に
つ
い
て
、
他
グ
ル
ー
プ
か
ら
質
問
や
意
見
を
受
け
、
そ
れ
に
対
す
る
返
答
を
検
討
す
る
。
さ
ら

に
、
返
答
の
仕
方
も
工
夫
す
る
。 

本
文
の
意
味
を
考
え
な
が
ら
、
グ
ル
ー
プ
内
で
ま
と
め
の
朗
読
を
す
る
。 

第
二
次
感
想
を
ノ
ー
ト
に
ま
と
め
、
発
表
す
る
。 

テ
ス
ト
を
実
施
す
る
。 

本
文
の
黙
読
を
す
る
。 

第
一
次
感
想
を
ノ
ー
ト
に
ま
と
め
、
そ
の
後
、
発
表
し
す
る
。 

内
容
読
解
を
す
る
。〔「
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
」
１
〕
思
判
表 

次
の
ア
～
オ
の
ポ
イ
ン
ト
に
注
意
さ
せ
る
。
ア
「
同
じ
こ
と
」
と
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
を
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
い
、
代
表

が
発
表
す
る
。
イ
（ 

 

）
内
の
書
き
下
し
文
を
現
代
語
訳
し
、
朗
読
す
る
。
ウ
板
書
し
た
現
代
語
訳
に
つ
い
て
、
他
グ
ル
ー
プ
か
ら
質

問
や
意
見
を
受
け
、
そ
れ
に
対
す
る
返
答
を
検
討
す
る
。
そ
の
返
答
の
仕
方
も
工
夫
す
る
。
エ
（ 

 

）
内
の
書
き
下
し
文
を
、
そ
の
意

味
を
考
え
な
が
ら
、
グ
ル
ー
プ
内
で
朗
読
し
合
う
。
オ
「
ず
っ
と
ず
っ
と
後
年
、
子
胥
は
そ
れ
を
思
い
知
る
の
で
あ
る
。」
と
あ
る
が
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
「
思
い
知
る
」
か
を
漢
文
教
材
「
臥
薪
嘗
胆
」
を
も
と
に
、
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
う
。 

作
者
に
つ
い
て
理
解
す
る
。
知
技 
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１ 

  

２ 

   

３ 

  

４ 

【
単
元
の
言
語
活
動
３ 

登
場
人
物
の
魅
力
を
紹
介

す
る
】 

「
史
伝
」
作
品
や
文
章
の
、
歴

史
的
・
文
化
的
背
景
な
ど
を
調

査
さ
せ
る
。 

生
徒
自
身
が
主
体
的
に
、
作
品

や
文
章
の
内
容
を
よ
り
深
く

広
く
理
解
し
よ
う
と
す
る
読

み
解
き
を
さ
せ
る
。 

人
に
伝
わ
る
よ
う
、
紹
介
文
を

的
確
に
わ
か
り
や
す
く
書
か

せ
る
。 

作
品
や
文
章
に
対
し
て
自

分
の
意
見
や
感
想
を
持
た

せ
、
相
互
評
価
や
自
己
評
価

を
さ
せ
る
。 

ま
と
め 

展
開 

導
入 

① ① 

   

② 

   

③ ① 

 

振
り
返
り
シ
ー
ト
に
記
入
す
る
。 

紹
介
す
る
人
物
一
名
を
選
び
、
そ
の
人
物
の
魅
力
を
探
る
。
知
技 

思
判
表 

 

ア
そ
の
人
物
の
、
も
の
の
考
え
方
や
生
き
方
、
お
も
し
ろ
か
っ
た
場
面
や
言
動
な
ど
を
多
面
的
に
分
析
し
、
そ
の
魅
力
を
探
り
出
さ
せ
る
。 

 

イ
辞
書
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
資
料
集
な
ど
で
人
物
の
略
歴
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
・
人
物
像
な
ど
を
調
べ
、
分
析
の
参
考
資
料
に
さ
せ
る
。 

 

ウ
探
り
出
し
た
人
物
の
魅
力
を
、
箇
条
書
き
に
し
て
ま
と
め
さ
せ
る
。 

紹
介
す
る
人
物
の
魅
力
を
、
効
果
的
に
伝
え
る
た
め
の
構
想
を
練
り
、
紹
介
文
を
書
き
上
げ
る
。
思
判
表 

 

ア
人
物
の
魅
力
を
伝
え
る
た
め
に
、
表
現
の
し
か
た
を
工
夫
さ
せ
る
。 

 

イ 

ア
を
踏
ま
え
て
、
人
物
紹
介
文
を
書
き
上
げ
さ
せ
る
。 

 

ウ 

ア
を
踏
ま
え
て
、
書
き
上
げ
た
人
物
紹
介
文
を
、
推
敲
さ
せ
る
。 

人
物
紹
介
文
を
、
発
表
し
合
う
。
主
態 

 

ア
グ
ル
ー
プ
を
作
り
人
物
紹
介
文
を
発
表
し
合
い
、
相
互
評
価
さ
せ
る
。 

 
イ
相
互
評
価
を
も
と
に
、
人
物
紹
介
文
を
加
筆
訂
正
さ
せ
る
。 

 
ウ
加
筆
訂
正
し
た
人
物
紹
介
文
の
自
己
評
価
を
行
わ
せ
る
。 

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
と
振
り
返
り
シ
ー
ト
を
配
布
す
る
。 

活
動
の
目
的
を
説
明
す
る
。 


